
工場で増産計画を立てたが、
既存の排水処理設備では
処理が間に合わない。

既存設備の改造に液中膜を導
入すると、水槽増設を行わずに
負荷量を大幅にアップできます
（従来法に比べて2～3倍）。これ
は従来に比べて汚泥濃度を2～
3倍に濃縮できるためです。
さらに沈殿槽が不要になるた
め、ばっ気槽や汚泥貯留槽等、
その他の用途に流用できます。

https://www.kubota.co.jp/product/membrane/ホームページアドレス

〈膜システム部〉

東 京 本 社
阪神オフィス

〒１０4－８３07　東京都中央区京橋2丁目1番3号　　 03（3245）3773
〒６６１－８５６７　兵庫県尼崎市浜1丁目1番1号　　　 

■「液中膜®」は、株式会社クボタの登録商標です。■製品の仕様および外観は、改良などのため予告無く変更することがあります。
■本カタログの製品イラスト及び写真は、酸洗い仕様としております。

Case 2

お客様の様々なニーズにお答えします！

排水基準が守れない。
あるいは
処理水質が安定しない。

従来法での処理水質は沈殿槽
（汚泥）の状態に大きく左右され
ます。液中膜による膜分離方式
に改造することで、SSは完全に
シャットアウトでき、SRT（汚泥
滞留時間）が長くとれるため、窒
素もより高度かつ安定的に処理
できるようになります。

Case 1

排水処理設備の管理は
専門知識や経験が必要で、
後継者がなかなか育たない。

SS濃度の管理や、顕微鏡による
微生物観察など、従来法では沈
殿槽の管理が大変でした。液中
膜による膜分離方式では、従来
法に比べて管理項目も少なく、
分かりやすい指標で状況が把握
できます。だから、基本的な知識
さえあれば、排水処理設備の十
分な管理ができます。

Case 3

処理水を再利用したい。

液中膜による膜処理水は高度に
処理されており、大腸菌も流出
しません。よって膜処理水をそ
のまま中水利用することが可能
です。さらに、後段にRO膜等の
高度処理設備を設ける場合で
も、膜処理水をそのままRO膜処
理することが可能です。

Case 4

FSシリーズ ESシリーズ FK シリーズ

浸漬型膜分離装置

型　式
膜面積

(m2) (m) (m) (m) (kg)

質  量
(乾燥)幅 長さ 高さ

外形寸法

LF 10
25
50
50
75
100
125
150
200
75
100
125
150
200
300
400
300
400

8
20
40
40
60
80
100
120
160
60
80
100
120
160
240
320
240
320

0.54

0.60

0.60

0.60

0.60
0.62

0.62

0.62
0.60
0.62

1.30

1.53

1.53

2.03

3.51

3.01

0.18
0.44
0.79
0.79
1.14
1.49
1.84
2.20
2.92
1.14
1.49
1.84
2.20
2.92
2.20
2.92
2.20
2.92

50
140
220
225
310
410
510
610
820
330
430
530
630
860
1,200
1,630
1,220
1,670

FF

FS

ES

FK

EK

■寸法表
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膜分離法では、従来法に比べて沈殿槽が不要になるだけでなく、ばっ気槽も小さくなります。
処理フローも非常にシンプルなので、既存施設の改造も容易です。
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従来法と膜分離法

いろいろな分野で活躍する液中膜
膜ユニットは、膜ケースと散気ケースから構成されてい
ます。
膜ケースには、膜カートリッジが一定間隔に収められて
います。膜カートリッジはチューブを介して集合管につ
ながり、これらを通じて、処理水を取り出します。また、
散気ケースには、散気管が取り付けられ、ブロワから
の空気を排出します。

保証システムとは、液中膜を長期に渡って安定運転していただくための
維持管理サポートシステムです。月額・定額払いでご利用いただけます。

膜ユニットの構造液中膜の特徴

メンテナンス方法

膜カートリッジの構造

液中膜により物理的な固液分離を行うので、SSや
病原性大腸菌を含まないきれいな処理水を得ることが
できます。したがって、膜処理水は再利用も可能です。

（2）薬液洗浄が簡単
液中膜を槽内に設置したまま薬液洗浄ができます。

したがって別途洗浄用の水槽は必要ありません。

（4）1枚毎の交換が可能
膜カートリッジは1枚ずつ取り出せるので、必要な枚
数だけ交換できます。使える膜カートリッジを無駄にし
ません。

（1）し渣が絡みにくい構造
膜カートリッジは適切な間隔で設置されており、汚泥
流路に遮へい物がないため汚泥中のし渣等が絡みにくい
構造となっています。

　

（3）破損膜の特定が容易
水位を下げてチューブの色を見れば、膜全数を点検し

なくても破損している膜カートリッジを簡単に特定でき
ます。

納入後、万が一トラブルが発生しても、液中膜のメンテ
ナンスを専門に行っているクボタメンブレン（株）が
サポートいたします。

日々の運転状態を
事務所にて確認します。

［1］遠隔監視

①膜カートリッジの点検
②性能試験
③運転状況確認

［2］総合点検

①膜カートリッジの交換
②定期交換部品の交換
（いずれも総合点検時に実施）

［3］部品供給

膜表面の
拡大図

膜カートリッジ

チュー ブ

散 気 ケ ー ス

膜 ケ ー ス

集 合 管

散 気 管

膜ユニットを槽内に設置した状態で、薬液洗浄が行えま
す。また複数系列の場合は、他の膜ユニットを運転しなが
ら、洗浄することも可能です。有機系の汚れには次亜塩素
酸ソーダ、無機系の汚れにはシュウ酸などで洗浄します。

槽内薬液洗浄 簡単な薬液洗浄システム

ブロワ運転中に洗浄用バルブを開けると槽内液により散
気管内を洗浄できます。洗浄用バルブに電動弁を使用す
れば散気管洗浄を自動化することも可能です。

散気管洗浄 独自開発の散気管でメンテナンスも容易

ノ ズ ル

ろ 板
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他 方 式 液 中 膜 他 方 式 液 中 膜

① きれいな処理水

③ 簡単なメンテナンス

② 充実したアフターサービス

【ばっ気運転時】

【散気管洗浄時】

活 性 汚 泥 膜 処 理 水
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流量調整槽

原水

ばっ気槽 沈殿槽 処理水槽

流量調整槽 膜分離槽 処理水槽

原水
処理水

余剰汚泥

処理水

余剰汚泥

保証システム保証システム

膜カートリッジの両面に膜シートが貼られています。
膜シートを透過した処理水は、スペーサ、ノズルを通
じて、取り出されます。膜シートは、公称孔径0.4μm
（平均孔径0.2μm）の微多孔性膜です。
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薬液タンク

引き上げ
なくてもOK!

チューブの色で
すぐわかる。

1枚ずつ
取り出しOK!

液中膜は自然にやさしい排水処理を実現するために開発された
微多孔性膜を利用する浸漬型膜分離装置。
従来法に比べて、コンパクトなシステムでありながら高度な処理水、
かつ簡単なメンテナンスを実現しています。
その性能が評価され、
幅広い分野で活躍し、納入件数は7,000件以上になります。

薬液タンク

し渣が
絡みにくい


